






山梨肺癌研究会会誌 17 巻 1 号 2004 

原発性肺癌 脳 転移 例 (327 例 ) の予後因子 
medianSUrviValtime 

① 脳 転移発見時の PS  良好 群 (PS;0 ， 1,2)      不良 群化 5;3,4) 
6  M  (n 目 93) 2M  (n 可 32) 

②原発 巣 制御状態 制御 群     非制御 群 
l  l M  (n=65) 4@M(n=255) 

③ 脳 以外の転移 ( 一 )     (+) 

7  M  (n 由 25) 4  M  (n 二 199) 

④ 脳 転移摘出手術 全摘手術 群     非外科治療 群 
9@M(n=64) 4@M(n=242) 

⑤ 脳 照射 (+)     ( 一 ) 
5  M  (n Ⅰ 292) 1@ M@(n=33) 

⑥ 化療 併用の有無 (+)     ( 一 ) 
5  M  (n 巾 34) 2@M(n=83) 

59 井ら : 肺癌 35:407-414,1995 

表 l 参考文献 

今回我々の経験した 症例は、 現在 担癌 状態で 1) 吉永康照、 白日高歩、 川原克信・ 他 : 井 

はあ るが、 診断 (P5 は 0) から 6 年 8 ケ月 小 細胞肺癌 脳 転移手術例の 臨床的検討   

もの長期生存を 得られている。 肺癌 85(6):767-774,1995 

一般に、 stageIIIb 、 IV の 共 切除井山細胞 2) 酒井 洋 、 米田修二秒台輔 良 ， 他 : 原発 

肺癌の 2 年生存率は 10% 前後といわれ 予後 性 肺癌 脳 転移例の予後因子解析と 長期 

はきわめて不良であ る。 しかし、 この中に放 生存例の検討，肺癌 35:40 ト 414,1995 

射線治療や化学療法に 対し感受性の 高い腫 

瘍もあ り、 集 学的治療により 長期生存が期待 

できる症例も 存在する。 
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